若手研究者海外派遣事業　共通様式①

立命館大学 若手研究者海外派遣事業　派遣申請書

	派遣を希望するプログラム（どちらかに○）

	
	若手研究者インターナショナル・トレーニング・プログラム（ITP）

「文化遺産と芸術作品を災害から防御するための若手研究者国際育成プログラム」

	○
	組織的な若手研究者等海外派遣プログラム（大航海プログラム）

「文化遺産と芸術作品を防御するための若手研究者国際育成推進プログラム」

	申請者

	所属・職位
（回生）
	
	氏名
	
	 eq \o\ac(○,印)

	
	
	<ローマ字>
	
	

	学位
	
	連絡先
	E-mail
	

	（取得年月日）
	
	
	電話
	

	

	１：希望する派遣期間

	出発日
	年　　　月　　　日　　
	～
	帰国日
	年　　　月　　　日　　

	２：派遣を希望する国・地域（若手研究者ITPによる派遣の場合は、募集要項に記載の海外パートナー機関から選択）

	国・地域
	
	機関名
	

	３：派遣先における受入担当者／主指導研究者

	所属・職位
	
	氏名
	
	

	４：研究テーマ（日本語および英語で記入してください）

	日本語
	

	英語
	

	５：本学における指導教員（1名、申請にあたり事前に相談のうえ、同意のこと）

	所属・職位
	
	氏名
	 eq \o\ac(○,印)

	６：外国語運用能力

	(1)語学検定受験歴
	□ TOEFL　□ TOEIC　□ 未受験

□ その他（　　　　　　 　　　）
	取得年月日・スコア

※証明書類コピー要提出
	

	(2)使用言語に関する自己評価（使用する言語を記入し、募集要項の基準に従って「優・良・可・不可」のいずれかに○）

	言語
	読解力
	作文力
	ヒアリング力
	会話力

	
	優・良・可・不可
	優・良・可・不可
	優・良・可・不可
	優・良・可・不可

	
	優・良・可・不可
	優・良・可・不可
	優・良・可・不可
	優・良・可・不可

	７：留学歴

	

	８：派遣申請目的 

（派遣先での調査・研究の内容に加え、受入機関や研究者とのネットワーク構築について具体的に記入してください）

	

	９：研究計画および研究成果公表計画

（具体的な研究活動、派遣中に創出する研究成果の公表計画について、時系列で記入してください）

	

	１０：今回の派遣を将来の研究・キャリアにどう活かすのか、各センター・GCOE拠点への貢献／意味について、具体的に記入してください。

	

	１１：研究業績（下記の項目について申請者にアンダーラインを付してください。外国語、特に英語による研究業績がある場合は、優先して記入し、「◎」印を付けてください）

	(1) 学術雑誌等（紀要・論文集等も含む）に発表した論文又は著書

査読の有無を区分して記載すること。査読有りの場合、印刷済及び採録決定済のものに限り、査読中・投稿中のものは除く
　著者（申請者を含む全員、論文と同一の順番とする）、題名、掲載誌名、発行所、巻号、pp開始頁－最終頁、発行年の順に記入

	

	(2) 国際会議における発表（口頭・ポスターの別、査読の有無を区分して記載すること）
発表者（共同の場合は全員の名前）、題名、発表した学会名、場所、月・年を記入すること。

	

	(3) 国内学会・シンポジウム等における発表
(3)と同様に記載すること。

	

	１２：（申請者が）養育している小学校入学前の未就学児の帯同について

	□　する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□　しない
※帯同を希望する申請者の派遣が決定した場合、別途同意書及び必要書類の提出が必要です。また、未就学児の帯同の有無は、
採択には影響しません。


【以下、事務局使用欄】

	受　付
	拠点承認
	備　考
	確認事項

	
	　　　年

　　月　　 日

運営委員会／幹事会 or
メール承認
	海外派遣事業利用実績（当該年度）
若手研究者ITP ：　　　　回目、補助金額合計　　　　　　　　　円

大航海プログラム ：　　　　回目、補助金額合計　　　　　　　　　円

学部事務室連絡　　　　　年　　　月　　 日　（申請者が学部学生の場合）

	⊡ 出張申請
⊡ 保険加入
⊡ ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄｺﾋﾟｰ
⊡ 緊急連絡先

⊡ 派遣前面談

⊡ 派遣完了報告


PAGE  
1

